
　
中
央
教
育
審
議
会
は
次
期
学
習
指
導
要

領
の
策
定
に
あ
た
り
、「
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校

の
学
習
指
導
要
領
等
の
改
善
及
び
必
要
な

方
策
等
に
つ
い
て
（
答
申
）」（
以
下
、「
答

次
の
３
つ
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。

①
義
務
教
育
段
階
で
の
学
習
内
容
の
確
実

な
定
着
に
向
け
た
学
習
機
会
を
設
け
る
。

②
必
履
修
教
科
・
科
目
の
単
位
数
を
増
加

さ
せ
て
、
十
分
な
習
得
を
図
る
。

③
（
義
務
教
育
段
階
で
の
学
習
内
容
の
確

実
な
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
）

学
校
設
定
科
目
等
を
開
設
し
、
必
履
修
教

科
・
科
目
の
前
に
履
修
さ
せ
る
。

　「
答
申
」
で
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、「
学

校
設
定
教
科
・
科
目
の
設
置
を
含
め
た
対

応
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
、
学
習
指
導
要

領
に
お
け
る
位
置
付
け
を
よ
り
明
確
に
す

る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
取
組
例
に
つ
い

て
周
知
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
」
と
し
て
い
る
。

　
千
葉
県
で
は
毎
年
、
公
立
高
校
の
教
師

有
志
が
集
ま
り
、
自
校
の
学
び
直
し
の
取

り
組
み
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
各

校
の
取
り
組
み
内
容
や
そ
の
成
果
、
課
題

な
ど
を
共
有
す
る
情
報
交
換
会
（
写
真
１
）

を
行
っ
て
い
る
（
ベ
ネ
ッ
セ
は
、模
試
デ
ー

タ
や
他
校
の
成
功
事
例
情
報
の
提
供
・
分

析
者
と
し
て
参
画
）。
情
報
交
換
会
は
、
13

年
に
４
校
が
参
加
し
て
始
ま
り
、
徐
々
に

申
」）
を
、
２
０
１
６
年
12
月
に
取
り
ま
と

め
た
。「
学
び
直
し
」は
、「
共
通
性
の
確
保
」

と
「
多
様
性
へ
の
対
応
」
を
踏
ま
え
た
教

育
課
程
を
編
成
す
る
上
で
、
そ
の
充
実
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
現

行
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、「
義
務

教
育
段
階
で
の
学
習
内
容
の
確
実
な
定
着
」

に
向
け
た
学
習
機
会
の
設
置
が
明
記
さ
れ
、

規
模
を
拡
大
。
16
年
の
第
６
回
に
は
、
県

内
全
域
の
15
校
か
ら
、
管
理
職
や
進
路
担

当
、
学
年
主
任
な
ど
、
様
々
な
分
掌
の
29

人
が
集
ま
っ
た
。
学
び
直
し
の
導
入
を
目

指
す
高
校
か
ら
の
参
加
も
歓
迎
し
て
い
る
。

　
情
報
交
換
会
の
運
営
を
担
っ
て
き
た
千

葉
県
立
浦
安
高
校
（
以
下
、
浦
安
高
校
）

の
渡わ

た

邉な
べ

啓ひ
ろ

之ゆ
き

校
長
は
、
学
び
直
し
の
意
義

を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
基
礎
学
力
は
、
生
徒
の
『
生
き
る
力
』

の
根
幹
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
す
べ
て
の
生
徒
に
し
っ
か
り
定
着
さ

せ
て
大
学
や
社
会
に
送
り
出
せ
る
よ
う
に
、

学
び
直
し
は
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
生
徒
は
基
礎
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

で
、
高
校
の
学
習
内
容
へ
の
理
解
を
深
め

ら
れ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
進
路
選
択
の
幅

千葉県の高校教師が連携して「学び直し」を推進

県内全域での
「学び直し」の定着に向け、
学校間の情報交換を促進

現行学習指導要領に「義務教育段階での学習内容の確実な定着」が
明記されたこともあり、いわゆる「学び直し」が全国的に進められている。

そうした中、千葉県では、各校の学び直しの取り組みや
その成果、課題などを共有する情報交換会が、

高校教師有志の手で行われている。
情報交換会の運営を担ってきた３校の校長に、

学び直しを継続・発展させるためのポイントを聞いた。

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る

「
学
び
直
し
」
の
充
実

千
葉
県
立
松
尾
高
校

　校
長

木
内
和
夫
　き
う
ち
・
か
ず
お

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年

目
。

千
葉
県
立
浦
安
高
校
　校
長

渡
邉
啓
之
　わ
た
な
べ
・
ひ
ろ
ゆ
き

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年

目
。

千
葉
県
立
市
川
工
業
高
校
　校
長

藤
平
秀
幸
　ふ
じ
ひ
ら
・
ひ
で
ゆ
き

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年

目
。

＊プロフィールは２０１７年３月時点のものです

「
学
び
直
し
」
の
充
実
を
図
る

教
師
有
志
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

千
葉
県
「
学
び
直
し
」
の
情
報
交
換
会
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千葉県立市川工業高校
◎設立：1943（昭和18）年　◎形態：全日制・定時制／機
械科・電気科・建築科・インテリア科／共学
◎生徒数：１学年約 240人　◎2016年度進路実績（現役
のみ）　：４年制大進学 28人、短大・訓練校、専門学校進
学 42 人、就職128人
◎ＵＲＬ：http://cms1.chiba-c.ed.jp/ichiko/

を
広
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
渡
邉
校

長
と
と
も
に
、
情
報
交
換
会
の
運
営
に
携

わ
っ
て
き
た
同
県
立
市
川
工
業
高
校
（
以

下
、市
川
工
業
高
校
）の
藤
平
秀
幸
校
長
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
近
年
は
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
に
学
力
試

験
を
課
す
大
学
や
、
就
職
試
験
に
学
力
試

験
を
課
す
企
業
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
多
く
の
選
択
肢
か
ら
自
分
の
進
み
た

い
道
を
選
べ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

専
門
高
校
で
も
普
通
教
科
・
科
目
の
学
力

向
上
が
必
要
で
す
。
そ
の
基
盤
と
し
て
、

本
校
で
は
学
び
直
し
を
重
視
し
て
い
ま
す
」

　
17
年
度
か
ら
情
報
交
換
会
の
幹
事
校
と

な
る
同
県
立
松
尾
高
校（
以
下
、松
尾
高
校
）

の
木き

内う
ち

和
夫
校
長
は
、
学
び
直
し
を
推
進

す
る
必
要
性
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
多
く
の
高
校
が
、
中
学
校
ま
で
の
学
習

内
容
が
十
分
に
は
定
着
し
て
い
な
い
生
徒

を
迎
え
入
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
基
礎
学

力
の
不
足
を
実
感
し
、『
何
と
か
し
な
け
れ

ば
』
と
思
う
先
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

学
び
直
し
の
普
及
・
充
実
は
、
高
校
教
育

に
と
っ
て
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　
た
だ
、
学
び
直
し
の
必
要
性
を
感
じ
な

が
ら
も
、
導
入
や
推
進
が
思
う
よ
う
に
進

ん
で
い
な
い
学
校
も
珍
し
く
な
い
。
そ
の

要
因
と
し
て
、
情
報
交
換
会
の
参
加
者
か

ら
は
、
校
内
の
合
意
形
成
の
難
し
さ
が
共

通
し
て
挙
が
っ
て
い
た
。
前
述
の
３
校
は
、

校
内
の
合
意
形
成
を
い
か
に
図
り
、
学
び

直
し
を
推
進
し
て
い
っ
た
の
か
。
取
り
組

み
の
具
体
的
な
内
容
と
と
も
に
見
て
い
く
。

　
市
川
工
業
高
校
で
は
、
毎
日
10
分
間
の

朝
学
習
の
時
間
を
設
け
、
国
語
・
数
学
・

英
語
で
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
マ
ナ
ト
レ
」（
＊
１
）

に
取
り
組
ま
せ
て
い
る
（
図
１
）。

　「
普
通
教
科
・
科
目
の
基
礎
学
力
は
、
専

門
教
科
・
科
目
の
学
び
を
深
め
る
上
で
も

必
要
で
す
。
全
生
徒
に
し
っ
か
り
身
に
つ

け
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
」（
藤
平
校
長
）

　
学
び
直
し
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

「
時
間
の
確
保
が
難
し
い
」
と
言
う
教
師
が

多
く
い
た
。
そ
こ
で
、
藤
平
校
長
が
「
ま

ず
は
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
」
と
呼
び
か
け
、

暫
定
的
に
朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
に

導
入
。
毎
日
で
は
な
く
週
３
日
だ
っ
た
が
、

取
り
組
み
を
始
め
て
間
も
な
く
、
落
ち
着

い
て
授
業
に
臨
む
生
徒
が
増
え
て
い
っ
た
。

　「
生
徒
は
学
び
直
し
に
よ
っ
て
『
や
れ

ば
で
き
る
』
と
自
信
を
持
ち
、
学
習
に
前

向
き
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
と
と
も

に
生
活
態
度
も
徐
々
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
の
変
化
を
目
の
当
た
り
に
し

た
先
生
方
の
中
に
も
、
学
び
直
し
に
次
第

に
前
向
き
に
な
っ
て
い
っ
た
先
生
が
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
、
朝
学
習
の
時
間
の
設
置

に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
」（
藤
平
校
長
）

　
藤
平
校
長
は
、
教
職
員
と
の
個
人
面
談

を
行
い
、
学
び
直
し
の
重
要
性
を
伝
え
る
。

　「
基
礎
学
力
の
定
着
に
よ
り
、
生
徒
は
進

路
の
可
能
性
を
さ
ら
に
大
き
く
広
げ
ら
れ

ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
工
業
高
校
の
認
知

度
向
上
に
も
影
響
し
て
く
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
」（
藤
平
校
長
）

　
ま
た
、
生
徒
の
学
力
を
こ
ま
め
に
測
る

体
制
を
整
え
る
た
め
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
基

礎
力
診
断
テ
ス
ト
」（
＊
２
）
の
成
績
分
析

会
を
、学
年
ご
と
に
行
っ
て
い
る
。そ
し
て
、

Ｇ
Ｔ
Ｚ（
＊
３
）が
大
き
く
伸
び
た
生
徒
は
、

学
年
集
会
で
の
表
彰
を
予
定
し
て
い
る
。

　
学
び
直
し
の
成
果
は
、
生
徒
の
生
活
・

図１ 千葉県立市川工業高校の取り組み概要

写真１　第６回情報交換会の様子。参加者１人ずつ自校の
取り組みの内容や成果、課題などについて発表。また、ベネッ
セ社員による模試データの分析結果なども共有され、学習
意欲と進路意識との相関などが示された。

•基礎学力の不足から、希望進路が実現できない
生徒が目立った
•遅刻が多く、一部生徒の生活態度に課題があった

•生徒の学習意欲が高まり、成績も向上
•授業を落ち着いて聞く生徒が増え、遅刻も減少

•国語・数学・英語の「マナトレ」を導入し、全
学年で学び直しを始めた。まず、朝のホームルー
ムの時間に週３日実施し、取り組みに対する教
師の理解を深めた。次いで、朝学習の時間をつ
くり、学び直しを毎日行うことにした
•藤平校長が教職員全員との個人面談を行い、
学び直しに対する意識づけを重ねた
•「基礎力診断テスト」の成績を各学年団で分析

背景

成果

内容

＊１　ベネッセの教材の１つ。学習力を身につける、小・中学校範囲の学び直し専用のプリント教材。　＊２　GTZ（学習到達ゾーン）という指標で生徒一人ひとりの基礎
学力の定着度と学習力、コミュニケーション特性（自我同一性）を測る、ベネッセの生活・学習指導用テスト。　＊３　学習到達ゾーンのこと。ベネッセのテストにおけ
る共通の学力評価指標。「S１」～「D３」の 15段階があり、基礎力診断テストでは、そのうち「A２」～「D３」で評価される。

ま
ず
は
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら

改
革
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す

千
葉
県
立
市
川
工
業
高
校
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千葉県立浦安高校
◎設立：1973（昭和48）年　◎形態：全日制／普通科／共
学　◎生徒数：１学年約240人　◎2016年度進路実績（現
役のみ）：４年制大進学56人、短大、専門学校進学130人、
就職36人
◎ＵＲＬ：http://cms1.chiba-c.ed.jp/urayasu-h/

そ
れ
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
先
生
方
に
学

習
指
導
を
充
実
さ
せ
る
必
要
性
を
実
感
し

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
運
営
協
議
会
内
の
委
員
会
に

全
教
師
が
所
属
す
る
こ
と
で
、
先
生
方
一

人
ひ
と
り
の
学
校
改
革
へ
の
意
識
が
高
ま

る
と
考
え
ま
し
た
」（
渡
邉
校
長
）

　
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
校
内
の

合
意
形
成
は
大
き
く
進
み
、
新
た
な
活
動

も
生
ま
れ
た
。
例
え
ば
、
16
年
度
に
は
基

礎
力
診
断
テ
ス
ト
を
導
入
。
テ
ス
ト
結
果

を
分
析
し
て
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
課
題
を

洗
い
出
し
、
そ
れ
を
習
熟
度
別
の
指
導
な

ど
に
生
か
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
18
年
度
か
ら
は
朝
自
習
を
教

育
課
程
に
組
み
込
み
、
参
加
を
必
須
と
す

る
予
定
だ
。
そ
の
背
景
に
は
、
現
在
先
行

し
て
実
施
し
て
い
る
国
語
の
朝
自
習
に
よ

り
、
学
年
の
半
分
以
上
の
生
徒
が
基
礎
力

診
断
テ
ス
ト
で
国
語
の
成
績
を
伸
ば
し
た

と
い
う
成
果
が
あ
る
。

　
渡
邉
校
長
は
、
同
校
の
学
校
改
革
に
お

け
る
自
身
の
役
割
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
生
徒
の
課
題
に
応
じ
て
教
育
活
動
を

絶
え
ず
変
え
て
い
く
た
め
に
は
、
先
生
方

全
員
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
め

る
組
織
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
学
校
運
営
の
責
任
者
で
あ
る
管

理
職
の
務
め
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
」

　
松
尾
高
校
は
、
学
び
直
し
の
先
進
校
だ

（
図
３
）。
例
え
ば
、
国
語
・
英
語
で
は
授

業
の
冒
頭
10
分
間
を
マ
ナ
ト
レ
へ
の
取
り

組
み
に
充
て
、
定
期
考
査
で
は
マ
ナ
ト
レ

か
ら
数
問
を
出
題
。
数
学
で
も
、
家
庭
学

習
の
課
題
と
し
て
マ
ナ
ト
レ
に
取
り
組
ま

せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
び
直
し
に
特
化

し
た
部
活
動
「
勉
強
部
」
も
設
け
て
い
る
。

活
動
内
容
は
国
語
・
地
理
歴
史
・
公
民
・

数
学
・
英
語
の
各
教
科
・
科
目
の
学
習
で
、

生
徒
が
放
課
後
に
問
題
演
習
に
取
り
組
み
、

学
力
の
両
面
に
表
れ
て
い
る
。
生
徒
の
遅

刻
数
は
減
少
し
、
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
で

は
、
１
回
目
か
ら
２
回
目
に
か
け
て
各
教

科
そ
れ
ぞ
れ
学
年
の
３
分
の
１
以
上
の
生

徒
が
、
前
回
よ
り
も
成
績
を
伸
ば
し
た
。

年
末
度
に
は
、
希
望
制
の
実
力
テ
ス
ト
を

実
施
し
、
年
間
の
ま
と
め
を
行
っ
た
。

　「
生
徒
の
頑
張
り
に
す
ぐ
に
反
応
し
、
個

別
指
導
な
ど
に
取
り
組
む
先
生
が
、
若
手

を
中
心
に
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

意
欲
的
な
先
生
に
学
年
主
任
を
任
せ
る
な

ど
し
た
こ
と
で
、
学
び
直
し
と
い
う
新
し

い
文
化
が
本
校
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
」（
藤
平
校
長
）

　
浦
安
高
校
は
、
生
徒
の
学
力
向
上
を
主

軸
に
据
え
、
学
校
改
革
を
推
進
し
て
い

る
（
図
２
）。
習
熟
度
別
授
業
や
チ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
指
導
な
ど
の
ほ
か
、

成
績
下
位
層
の
生
徒
に
対
し
て
、
定
期
考

査
前
の
放
課
後
や
夏
季
休
業
期
間
な
ど
に

補
習
も
行
う
。
さ
ら
に
、
15
年
度
の
１
年

生
か
ら
は
生
徒
が
任
意
で
参
加
す
る
朝
自

習
の
時
間
を
つ
く
り
、
国
語
の
学
び
直
し

の
場
と
し
た
。
た
だ
、
同
校
は
部
活
動
が

盛
ん
な
た
め
、
課
外
で
学
習
指
導
を
行
う

こ
と
に
消
極
的
な
教
師
も
い
た
。
そ
こ
で

渡
邉
校
長
は
、
校
外
か
ら
の
声
に
よ
っ
て

教
師
の
共
通
理
解
を
深
め
よ
う
と
考
え
、

15
年
度
に
は「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

の
指
定
を
受
け
た
。
保
護
者
や
地
域
住
民

を
交
え
て
構
成
さ
れ
る
学
校
運
営
協
議
会

か
ら
の
評
価
を
、
学
校
改
革
の
原
動
力
に

し
よ
う
と
い
う
わ
け
だ
。
さ
ら
に
、
学
校

改
革
の
方
向
性
を
具
体
的
に
検
討
す
る
た

め
に
、
生
徒
指
導
委
員
会
や
学
力
向
上
委

員
会
な
ど
、
６
つ
の
委
員
会
を
学
校
運
営

協
議
会
に
設
置
し
、
全
教
師
が
い
ず
れ
か

１
つ
の
委
員
会
に
所
属
す
る
こ
と
に
し
た
。

　「
学
校
運
営
協
議
会
か
ら
の
評
価
に
は
、

本
校
の
課
題
が
客
観
的
に
示
さ
れ
ま
す
。

図２ 千葉県立浦安高校の取り組み概要

•義務教育段階での学習内容が定着していない
生徒が少なくなかった

•生徒の国語の成績が向上
•教師が一丸となって学校改革に取り組む体制が
整った

•生徒の学力向上を目指した学校改革に着手。そ
の一環として、朝自習の時間で国語の学び直し
を開始
•校外からの声によって教師の共通理解を深めよ
うと、「コミュニティ・スクール」の指定を受ける。
学校運営協議会に６つの委員会をつくり、どの
教師もいずれか１つの委員会に所属することに
した

背景

成果

内容

学
校
が
一
丸
と
な
っ
て

改
革
を
進
め
る
組
織
づ
く
り

千
葉
県
立
浦
安
高
校

取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に

校
長
が
率
先
垂
範

千
葉
県
立
松
尾
高
校
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千葉県立松尾高校
◎設立：1909（明治 42）年　◎形態：全日制／普通科／共
学（２年生から文系コース、理系コース、生活コース、ビジ
ネスコース、福祉コースの５コースに分かれる）　◎生徒数：
１学年約160人　◎2016年度進路実績（現役のみ）：４年
制大進学 45人、短大、専門学校進学73人、就職 39人
◎ＵＲＬ：http://www.chiba-c.ed.jp/matsuo-h/

各
教
科
担
当
が
解
説
を
行
う
。

　
学
び
直
し
の
成
果
は
著
し
い
。
ベ
ネ
ッ

セ
の
「
実
力
診
断
テ
ス
ト
」（
＊
４
）
の
Ｇ

Ｔ
Ｚ
が
Ｄ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
は
、
こ
の
１
年

間
で
３
分
の
１
に
減
少
。
生
徒
の
進
路
意

識
も
高
ま
り
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
受
験
者

数
は
、
13
年
度
９
人
↓
14
年
度
20
人
↓
15

年
度
45
人
と
、
３
年
間
で
５
倍
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
木
内
校
長
は
、
課
題
だ
っ
た
学

校
全
体
で
学
び
直
し
を
行
う
体
制
づ
く
り

に
向
け
、
16
年
度
に
学
校
運
営
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
。
学
び
直
し
を
「『
生

き
る
力
』の
育
成
」の
一
環
と
位
置
づ
け
た
。

　「
ど
の
先
生
に
も
学
び
直
し
の
取
り
組
み

に
意
欲
的
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
、
学

校
と
し
て
学
び
直
し
を
推
進
す
る
と
宣
言

し
ま
し
た
。
先
生
方
が
力
を
合
わ
せ
て
こ

そ
、
取
り
組
み
は
実
を
結
び
、
発
展
し
て

い
き
ま
す
」（
木
内
校
長
）

　
さ
ら
に
、
15
年
度
に
指
定
さ
れ
た
Ｓ
Ｇ

Ｈ
の
取
り
組
み
で
は
、
言
語
活
動
の
充
実

を
重
視
。
短
歌
や
俳
句
を
生
徒
か
ら
募
り
、

優
秀
者
を
表
彰
す
る
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア

を
、
木
内
校
長
が
率
先
し
て
出
し
て
い
る
。

　「
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
育
成
を

目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
求
め
ら
れ
る

資
質
・
能
力
の
１
つ
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特

に
、
言
葉
の
運
用
能
力
は
生
徒
の
『
生
き

る
力
』
の
土
台
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
学

び
直
し
に
も
密
接
に
か
か
わ
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
と
学
び
直
し
は
相
反
す
る

取
り
組
み
で
は
な
く
、
一
体
の
も
の
で
す
。

ど
ち
ら
も
引
き
続
き
、
全
校
体
制
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
言
語
活
動
の
充
実
に
よ
る
成
果
は
、
早

く
も
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
実
力
診
断

テ
ス
ト
の
国
語
に
お
い
て
は
、
わ
ず
か
１

年
間
に
Ｇ
Ｔ
Ｚ
の
Ｂ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
が

10
％
か
ら
50
％
へ
と
激
増
し
た
。

　「
本
校
の
学
校
改
革
に
は
よ
い
流
れ
が
で

き
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
次
世
代
に
引
き
継

ぎ
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
若

手
の
先
生
の
育
成
が
鍵
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
」（
木
内
校
長
）

　
取
り
組
み
の
継
承
・
発
展
は
、
情
報
交

換
会
で
も
重
要
な
課
題
と
な
る
。
そ
こ
で
、

運
営
の
組
織
化
を
図
る
た
め
に
、「
Ｂ
ｒ
ｕ

ｓ
ｈ‒

ｕ
ｐ
　

Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
推
進
連

絡
協
議
会
」
を
17
年
度
に
設
立
す
る
。
木

内
校
長
が
会
長
、
渡
邉
校
長
、
藤
平
校
長

が
顧
問
と
な
り
、
学
び
直
し
を
推
進
す
る

各
校
の
管
理
職
を
副
会
長
や
理
事
に
、
現

場
の
教
師
を
事
務
局
に
迎
え
る
予
定
だ
。

　「
情
報
交
換
会
は
、
学
び
直
し
の
普
及
に

貢
献
で
き
る
活
動
で
す
。
教
師
の
異
動
や

退
職
に
か
か
わ
ら
ず
、
取
り
組
み
を
継
続

す
る
た
め
の
組
織
を
つ
く
る
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。
17
年
度
の
事
務
局
に
は
、
若

手
を
含
め
た
本
校
の
教
師
３
人
を
充
て
ま

す
が
、
今
後
は
他
校
の
先
生
に
も
お
願
い

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
木
内
校
長
）

　
新
た
に
動
き
始
め
た
情
報
交
換
会
に
、

藤
平
校
長
は
次
の
よ
う
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　「
組
織
化
に
よ
っ
て
運
営
側
の
意
思
疎
通

が
よ
り
円
滑
に
な
る
こ
と
で
、
課
題
の
発

見
・
改
善
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

　
17
年
度
か
ら
は
、
年
２
回
の
情
報
交
換

会
の
実
施
を
目
指
し
て
い
る
。

　「
定
期
的
に
行
う
こ
と
で
、
会
の
存
在
の

認
知
も
広
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
多
く
の
先
生
方
の
参
加
を
期

待
し
て
い
ま
す
」（
渡
邉
校
長
）

　
木
内
校
長
は
、
情
報
交
換
会
の
今
後
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
学
び
直
し
は
、
生
徒
の
た
め
の
取
り
組

み
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
教
師
の
指
導
改

善
の
き
っ
か
け
に
な
る
も
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
学
び
直
し
に
意
欲
的
な
先
生
方

の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
情
報
交
換
会
の
規

模
を
拡
大
し
、
安
定
し
て
運
営
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
い
ず
れ
は

千
葉
県
や
教
育
委
員
会
と
い
っ
た
公
の
組

織
と
連
携
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

図３ 千葉県立松尾高校の取り組み概要

•大学・専門学校進学後の退学者や、学力不足で
希望進路を実現できない生徒が少なくなかった

•基礎学力が向上する生徒が増え、「実力診断テ
スト」の GTZ で Dゾーンが減少
•学力とともに進路意識を高める生徒が増え、セ
ンター試験受験者数が激増

•学び直しのために、国語・数学・英語で「マナトレ」
を全学年に導入。国語・英語は授業の冒頭10
分間で取り組ませ、数学は家庭学習の課題とし
て活用
•学び直しのための部活動「勉強部」を設置。生
徒が国語・地理歴史・公民・数学・英語の問題
演習に取り組むほか、各教科担当が解説も行う

背景

成果

内容

千葉県の高校教師が連携して「学び直し」を推進

永
続
的
な
運
営
を
目
指
し

組
織
化
を
推
進

情
報
交
換
会
の
今
後

＊４　ベネッセの模試「進路マップ」の 1つで、教科書レベルを中心に基礎学力を測るテスト。
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